






















































































































則も協議している（川俣 1912 : 12）。発起人に
は、一條悦子を筆頭に公爵・伯爵・子爵・男爵夫
人 18名を含む 39人が名を連ね、発起人会は同 2
月 24日に麹町区にある礼法講習会内で開催され
































行研究もある。しかし「支部沿革」の記述では、少なくとも明治 34年 11月には当時の県知事古澤滋に山口支 ↗














（永原 1976 : 18）し、「会員数は創立年の 1万 3
千人から、1905年の日露戦争時には 46万 3千人
































































































































































































































































































































































































































































































食 皇后陛下以思召本年ヨリ」大正 21年迄 10ケ
年間年々 2500円「下賜候事」なる旨の御沙汰あ
った。これはすでに本会に対し大正 2年 11月か






















































































































































































































































































































嘱託月 職名 官 氏名 解職月 職名 氏名
1917（大正 6）年
1月 支部長 山口県知事夫人 林茂子 1月 支部長 黒金ハヤ子
1月 支部顧問 山口県知事 林市蔵 1月 支部顧問 黒金泰義
1月 下関市幹事部副顧問 下関市収入役 戸村芳熊 3月 支部参与 松原權四郎
3月 支部参与 山口県警察部長 紀伊寛平 3月 支部評議員 松原鄕子
3月 支部評議員 山口県警察部長夫人 紀伊ハマ子 8月 支部評議員 佐藤モヨ子
4月 支部会計監事 山口県理事官 草刈直一 8月 下関幹事長 川中長子
8月 支部評議員 歩兵第二十一旅団長夫人 濱面民子 12月 支部長 林茂子
11月 下関市幹事部顧問 下関市長 不破彦麿 12月 支部顧問 林市蔵
12月 支部長 山口県知事夫人 中川貞子
12月 支部顧問 山口県知事 中川望
1918（大正 7）年
2月 支部参与 山口県理事官 今村正美 2月 支部参与 桑原一郎
2月 支部評議員 山口県理事官夫人 今村静江 2月 支部評議員 桑原尚子
7月 支部評議員 歩兵第二十一旅団長夫人 細野じん子 4月 支部参与 三巻テル子
7月 支部評議員 歩兵第四十二連隊長夫人 石川せつ子 7月 支部評議員 濱面民子
7月 支部評議員 山口連隊区司令官夫人 林文子 7月 支部評議員 小野田千賀子
9月 下関市幹事部長 下関市長夫人 不破政子 12月 支部評議員 大里久枝
1919（大正 8）年
5月 支部参与 山口県内務部長 長延連 5月 支部副長 大賀美子
5月 支部副長 山口県内務部長夫人 長豊子 5月 支部参与 大賀雄次郎
7月 支部参与 山口県警察部長 牛島省三 7月 支部参与 紀伊寛平
7月 支部評議員 山口県警察部長夫人 牛島幸子 7月 支部評議員 紀伊ハマ子
7月 支部会計監事 山口県理事官 大竹十郎 7月 支部会計監事 草刈直一
11月 下関市幹事部顧問 下関市長 李家隆介
12月 支部評議員 山口高等学校長夫人 新保和子
12月 支部評議員 山口中学校長夫人 黒金マス子
『Human Welfare』第 12巻第 1号 2020
82
12月 支部評議員 山口県理事官夫人 大竹みよし
12月 支部評議員 山口県土木課長夫人 牛嶋ひで子
12月 支部評議員 山口県師範学校長夫人 八木トモ子
1920（大正 9）年
6月 支部評議員 山口高等女学校長夫人 栗原松子 6月 支部評議員 八重野クマ子
6月 支部評議員 山口師範学校長夫人 蟹江とよ子 6月 支部評議員 八木トモ子
9月 支部評議員 山口県理事官夫人 陰山志賀子 10月 支部評議員 今村静江
9月 支部評議員 山口赤十字支部病院長夫人 林カメ子
10月 支部評議員 山口県理事官夫人 中谷佐可惠
1921（大正 10）年
4月 支部評議員 歩兵第二十一旅団長夫人 中村タツ子 4月 支部評議員 細野じん子
6月 支部評議員 山口県警察部長夫人 林久子 4月 支部評議員 陰山志賀子
6月 支部参与 山口県内務部長 長延連 6月 支部評議員 牛島幸子
6月 支部参与 山口県警察部長 林壽夫 7月 支部評議員 三浦ハル子
6月 支部参与 山口県理事官 中谷秀 7月 支部評議員 芥川國枝
6月 下関市幹事部参与 下関市幹事部副顧問 竹尾英敏 9月 支部評議員 揖取美和子
6月 下関市幹事部参与 下関市幹事部副顧問 後藤九洲彦 10月 支部評議員 蟹江とよ子
7月 支部評議員 山口地方裁判所長夫人 谷岡駒尾 12月 支部長 中川貞子
7月 支部評議員 山口地方裁判所検事正夫人 和田貞子 12月 支部顧問 中川望
7月 支部評議員 山口県理事官夫人 出石てい子
10月 支部評議員 山口県師範学校長夫人 西山たま子
10月 支部評議員 山口刑務所長夫人 白井てり子
12月 支部顧問 山口県知事 橋本正治
1922（大正 11）年
2月 支部副長 山口県内務部長夫人 黒瀬久賀子 2月 支部副長 長豊子
2月 支部参与 山口県内務部長 黒瀬弘志 2月 支部参与 長延連
5月 支部参与 山口県社会課長 土居章平 3月 支部評議員 蒲生イネ子
6月 支部会計監事 山口県地方課長 神尾弌春 3月 支部評議員 梅田ツキ子
9月 支部評議員 歩兵第四十二連隊長夫人 永野都子 6月 支部参与 土居章平
10月 支部副長 山口県内務部長夫人 藤山幾子 6月 支部会計監事 大竹十郎
10月 支部参与 山口県内務部長 藤山竹一 7月 支部評議員 中村タツ子
10月 佐波郡幹事部長 佐波郡長夫人 原田カヨ子 7月 支部評議員 石川せつ子
10月 同 顧問 佐波郡長 原田知壮 10月 支部副長 黒瀬久賀子
10月 大島郡幹事部長 大島郡長夫人 村上絹野 10月 支部参与 黒瀬弘志
10月 同 顧問 大島郡長 村上英晫 10月 佐波郡幹事部長 横山セツ子
10月 同 顧問 横山素輔
1923（大正 12）年
1月 支部参与 山口県理事官 本間精 1月 支部参与 中谷秀
2月 下関市幹事部参与 下関市助役 浮田茂太郎 1月 支部評議員 中谷佐可惠
3月 支部評議員 山口県土木課長夫人 近藤淑子 2月 下関市幹事部参与 後藤九洲彦
3月 支部評議員 山口県地方課長夫人 神尾喬子 3月 支部評議員 牛島ひで子
3月 支部評議員 山口県産業課長夫人 磯松冬子 4月 支部評議員 白井てり子
4月 支部評議員 歩兵第二十一旅団長夫人 南保津佐尾 4月 支部評議員 谷岡駒尾
5月 支部評議員 山口県地方裁判所長夫人 多田カツ子 4月 支部評議員 和田貞子
5月 支部評議員 山口県地方裁判所検事正夫人 棚木まつ江 10月 支部評議員 永野都子
10月 支部評議員 歩兵第四十二連隊長夫人 原田富子 10月 支部評議員 出石てい子
10月 支部評議員 山口県理事官夫人 二見嘉豫子 11月 支部参与 林壽夫
11月 支部参与 山口県警察部長 鈴木敬一 11月 支部会計監事 神尾弌春
11月 支部評議員 山口県警察部長夫人 鈴木照子 11月 支部評議員 林久子
11月 支部会計監事 山口県理事官 二見直三 11月 支部評議員 神尾喬子
1924（大正 13）年
6月 支部副長 山口県内務部長夫人 滋岡壮子 6月 支部副長 藤山幾子
6月 支部参与 山口県内務部長 滋岡長彦 6月 支部参与 藤山竹一
7月 支部長 山口県知事夫人 三松うめ子 7月 支部長 橋本清子
7月 支部顧問 山口県知事 三松武夫 7月 支部顧問 橋本正治
7月 支部副長 山口県内務部長夫人 小柳と志子 7月 支部副長 滋岡壮子
83
7月 支部参与 山口県内務部長 小柳牧衛 7月 支部参与 滋岡長彦
8月 支部参与 山口県警察部長 横山正 7月 支部主事 河島虎太郎
8月 支部評議員 山口県警察部長夫人 横山千枝子 8月 支部参与 鈴木敬一
10月 支部主事 前 郡長 杉山逸次郎 8月 支部評議員 鈴木照子
10月 玖珂郡幹事部長 玖珂郡長夫人 林美能子 10月 大島郡幹事部長 村上絹野
10月 同 顧問 玖珂郡長 林勇輔 10月 同 顧問 村上英晫
10月 大島郡幹事部長 大島郡長夫人 出野春枝 10月 玖珂郡幹事部長 柏村キク子
10月 同 顧問 大島郡長 出野彰一郎 10月 同 顧問 柏村唯雄
10月 熊毛郡幹事部長 熊毛郡長夫人 神本あやめ 10月 熊毛郡幹事部長 杉山イト子
10月 同 顧問 熊毛郡長 神本潔 10月 同 顧問 杉山逸次郎
10月 大津郡幹事部長 大津郡長夫人 大木クニ子 12月 支部評議員 南保津佐尾
10月 同 顧問 大津郡長 大木猪□ 12月 支部評議員 近藤淑子
12月 吉敷郡幹事部長 吉敷郡長夫人 村田ミワ子 12月 吉敷郡幹事部長 都野モト子
12月 同 顧問 吉敷郡長 村田廣一 12月 同 顧問 都野知若
12月 厚狭郡幹事部長 厚狭郡長夫人 村谷秀子
12月 同 顧問 厚狭郡長 村谷林吾
1925（大正 14）年
3月 支部評議員 山口高商校長夫人 鷲尾正子 5月 支部参与 本間精
5月 支部参与 地方書記官 磯松定士 8月 支部副長 小柳と志子
6月 支部評議員 山口県電気局長夫人 糟谷ミト子 8月 支部参与 小柳牧衛
6月 支部評議員 歩兵第四十二連隊長夫人 川崎八千代 11月 支部長 三松うめ子
6月 支部評議員 山口中学校長夫人 松崎純子 11月 支部顧問 三松武夫
6月 支部評議員 山口町長夫人 河北栗子
7月 下関市幹事部長 下関市長夫人 山崎あさ子
7月 同 顧問 下関市長 山崎林太郎
8月 支部副長 山口県内務部長夫人 坪井敏子
8月 支部参与 山口県内務部長 坪井勸吉
11月 支部長 山口県知事夫人 大森道子
11月 支部顧問 山口県知事 大森吉五郎
1926（大正 15）年
2月 支部評議員 山口連隊区司令官夫人 石橋ひさ子 4月 支部評議員 西山たま子
2月 支部評議員 弁護士夫人 弘中常子 4月 宇部市幹事部長 國吉八重子
2月 支部評議員 陸軍々医大佐夫人 難波操子 4月 同 顧問 國吉亮之輔
2月 支部評議員 陸軍少佐夫人 宍戸美佐子 8月 支部評議員 多田かつ子
2月 支部評議員 大村病院長夫人 大村貞子 10月 宇部市幹事部参与 藤本忠介
4月 宇部市幹事部長 宇部市長夫人 林モト子 10月 支部参与 横山正
4月 同 顧問 宇部市長 林仙輔 10月 支部参与 磯松定士
4月 支部評議員 歩兵第二十一旅団長夫人 原田タツ江 10月 支部評議員 横山千枝子
10月 宇部市幹事部参与 宇部市助役 西田謙次 10月 支部評議員 磯松冬子
10月 支部参与 山口県学務部長 田中英 11月 支部評議員 八木繁子
10月 支部参与 山口県警察部長 大木俊輔 11月 支部評議員 林カメ子
10月 支部評議員 学務部長夫人 田中文子
10月 支部評議員 警察部長夫人 大木フク子
10月 支部評議員 山口県農務課長夫人 村田美和子
10月 支部評議員 山口県図書館長夫人 厨川米子
10月 支部評議員 山口高等女学校長夫人 澄田トミ子
11月 支部評議員 山口県地方裁判所長夫人 矢崎ケサ子
11月 支部評議員 元郡長夫人 柏村キク子


































The Patriotic Women’s Association and Social Work :
Focusing on the Yamaguchi branch
in the latter half of the Taisho Era
Konomi Imai*
ABSTRACT
English abstract This paper is part of a study that examines the activities of the Patriotic
Women’s Association in the late Taisho Era in relation to social work during this period and
re-evaluates its position. The goal of the research is to examine the actual situation of women
in the war period and local social projects as “goals of pre-war social work” from the view-
point of “the origin of the welfare state.” In the research area that mainly examines the war
period, the late Taisho Era has been identified as the period for breeding the grounds to
moblilize women during the war period, that is, the ground for incorporating women into the
wartime system as a “defense at the home front.” Furthermore, it has been questioned
whether social work played a role in its formation. In order to clarify the hypothesis, this
study examined the Patriotic Women’s Association, particularly the branch office in Yama-
guchi Prefecture, which expanded the scope of activities from military support organizations
to social projects by amending the Articles of Incorporation during that same period. We pro-
ceeded with the verification based on the materials, especially the documents published at the
time by the Yamaguchi branch.
The result shows that among the middle and upper class women, the grounds for incorpo-
rating women into the home front were formed and social work played its mediator role.
Key words : Patriotic Women’s Association, Yamaguchi Prefecture, Social work
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